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セルフ
チェック

55% ①

15% ②

20% ③

10% ④

1 2 3 4

◎

30

授業概要、
方針、履修
上の注意

・【全体】CALLシステムを使った演習形式の講義となるため、各演習には積極的に演習に参加すること。
・【語彙学習】講義内ではもちろん、講義外においても、自己の語彙ノートなどを作成し、積極的に語彙習得
に励むこと。
・【音素・シャドウィングについて】：英語の音声に慣れるため、音素学習（英語音声の最小単位）やシャド
ウィングを行う。実際に声を出すことによって習得をするよう努めること。
・【リスニングについて】1年次はYL0.8程度の英文を500語（前期）から1,000語（後期）を目標としてリスニン
グを行う。リスニング内容は講義毎にログに記録すること。
・【TOEIC Bridgeについて】1年次は120点以上のスコア取得を目標にする。

教科書・
教材

・　多聴図書(Oxford Reading Treeなど、多種Graded Readers)および音声教材
・  オンライン教材（M-Reader)
・  速読英単語入門編第２版（Z会出版）

主体的・継続的学修意欲 ①③④ 10 10 10

20
社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL）

応用力（実践・専門・融合） ② 10 10

100
基礎的理解 ①③④ 20 10 20 50

評価項目 40 20 40

評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合
目標との関連 定期試験 小テスト レポート

その他（演習課題・
発表・実技・成果物 総合評価 セルフチェック

小テストに9割以
上正解している。

小テストに7-8割
程度正解してい
る。

小テストに6割以
上正解している。

本科・専攻科
教育目標

音素学習やシャ
ドーウィング練習
を通して、英語の
音素やプロソ
ディーを認識し、
発音することがで
きる。

Shadowing Testに
よって評価する。

音素やプロソ
ディーをよく認識
して発音すること
ができ、
Shadowing Testで
9割以上のスコア
を取ることができ
る。

音素やプロソ
ディーを認識して
発音することがで
き、Shadowing
Testで7-8割程度
の点を取ることが
できる。

音素やプロソ
ディーを認識する
ことができ、
Shadowing Testで
6割以上の点を取
ることができる。

（1）技術者に必要な基礎知識を備え、実践力のある人材を育成する

標準的な
到達レベル（良）

最低限必要な
到達レベル（可）

YL0.8程度の英文
を音声で読み上
げる上げるスピー
ドで、日本語を介
せずに理解するこ
とができるように
する。

定期試験、
Listening Log, M-
Readerスコアに
よって評価する。

・定期試験、M-
Reader Quizにおけ
る問に、9割以上正
解している。
・Listeing Logに詳
細に読み物の主旨
が表されている。

・定期試験、M-
Reader Quizにおけ
る問に、7-8割程
度正解している。
・Listeing Logによく
読み物の主旨が
表されている。

・定期試験、M-
Reader Quizにおけ
る問に、6割以上正
解している。
・Listeing Logに大
まかに読み物の主
旨が表されてい
る。

科目目標
【MCC目標】

本授業は英語の技能（スキル）、特にリスニングを向上させることに焦点を置く。様々な音声教材を用いて、
英語を聞くことになれ、日本語を介することなく理解することを目指す。そのため本授業では、基礎的音素を
学習し、シャドーウィングを通してプロソディー（強勢や連語など）を習得する。 　【III-B】

総合評価
小テスト (20%) + 定期試験（40%: 前期期末20% + 後期期末20%）+ TOEIC Briedge IPテスト (20%) +
Shadowing Test (10%) + Listening ログ(5%) + M-Reader (5%) = 合計100%
※学年末評価は、60％以上を合格とする。

科
目
達
成
度
目
標

目標
割合

科目達成度目標
達成度目標の

評価方法

ルーブリック

理想的な
到達レベル（優）

TOEIC Bridgeに
対応できる基礎
的なスキルを身に
つける。

TOEIC Bridgeに
よって評価する。

TOEIC Bridgeに
おいて9割以上の
得点を取得してい
る。

TOEIC Bridgeに
おいて7-8割以上
の得点を取得し
ている。

TOEIC Bridgeに
おいて6割以上の
得点を取得してい
る。

基礎的な英単語
の意味を解し、綴
れるようにする。

小テストによって
評価する。

科目名 English Skills I
英文表記 ESK I 作成・修正日

科目コード 1019

全学科 必 学修 2単位 演習 通年

教員名：飯島淑江
作成

技術職員名：ｎ/a
対象学科／専攻コース 必・選 履修・学修 単位数 授業形態 授業期間



週 時間 セルフ
チェック

1 2

2 2

3 2

4 2

5 2
MR
1

6 2

7 2
MR
2

8 2

9 2
MR
3

10 2

11 2
MR
4

12 2

13 2
MR
5

14 2

15 2
MR
6

期末 [2]

16 2
MR
7

17 2
MR
8

18 2

19 2 MR9

20 2

21 2

22 2

23 2

24 2

25 2
MR
10

26 2

27 2
MR
11

28 2

29 2

30 2

期末 [2]
60

①
②
③

備考欄
（各科目個別記述）
・　この科目の主たる関連科目はEnglish Comprehension I, English Communcation I, English Skills IIである。
（モデルコアカリキュラム）
・  対応するモデルコアカリキュラム(MCC)の学習到達目標、学習内容およびその到達目標を【】内の記号・番号で
示す。

期末試験
学習時間合計 実時間 45

自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証） 標準的所用時間

Routine 26
速単

Shadowing

Routine 27
速単

Shadowing
小テスト⑫

25, 26
速単27章

速単26章

Shadowing
Test 2

Shadowing
Test 1

Routine 24
速単

Shadowing

Routine 25
速単

Shadowing

Routine 22
速単

Shadowing

Routine 23
速単

Shadowing

小テスト⑪
23, 24

小テスト⑩
20, 21

速単25章

速単24章

速単23章

速単22章

Shadowing
9

Shadowing
8

Shadowing
7

Shadowing
6

中間試験 TOEIC Bridge
速単

Shadowing

Workshop 映画を用いたListening ・Shadowing
速単

Shadowing

Routine 20
速単

Shadowing

Routine 21
速単

Shadowing
小テスト⑨

19, 20
Shadowing

Test 2

Shadowing
Test 1

Listening
1000語+

Listening
1000語+

Routine 18
速単

Shadowing

Routine 19
速単

Shadowing

Routine 16
速単

Shadowing

Routine 17
速単

Shadowing

小テスト⑧
17, 18

小テスト⑦
15, 16

Shadowing
5

Shadowing
4

Shadowing
3

Shadowing
2

Listening
1000語+

Listening
1000語+

Listening
1000語+

Listening
1000語+

Routine 14
速単
音素

期末試験

Routine 15
速単

Shadowing

Routine 12
速単
音素

Routine 13
速単
音素

Listening
500語+

Listening
500語+

Listening
500語+

小テスト⑥
11, 12

Shadowing
1

Listening
1000語+

Routine 1
速単
音素

Routine 2
速単
音素

Routine 3
速単
音素

Routine 6
速単
音素

Routine 7
速単
音素

Routine 4
速単
音素

Routine 5
速単
音素

Routine 10
速単
音素

Routine 11
速単
音素

Routine 8
速単
音素

Routine 9
速単
音素

Listening
500語+

授　　業　　計　　画

授　　業　　項　　目 授　　業　　内　　容 自学自習
（予習・復習）内容

Orientation
授業の説明 (授業課題の説明, 評価等）; Listening
ログ作成

小テスト①
1, 2

Listening
500語+

Listening
500語+

Listening
500語+

Listening
500語+

Listening
500語+

Listening
500語+

Listening
500語+

Listening
500語+

Listening
500語+

Listening
500語+

小テスト⑤
9, 10

小テスト④
7, 8

音素9
子音③

音素8
子音②

音素7
子音①

音素1
イントロ

音素の概略

速単14章

速単13章

音素復習

音素12
子音⑥

音素11
子音⑤

音素10
子音④

速単9章

速単10章

速単11章

速単12章

速単8章

速単7章

速単6章

速単5章

速単4章

速単3章

速単2章

速単1章

小テスト③
5, 6

小テスト②
3, 4

Listening
1000語+

速単21章

速単20章

速単19章

音素6
二重母音②

音素5
二重母音①

音素4
長母音

音素3
短母音②

音素2
短母音①

速単18章

速単17章

速単16章

速単15章

Listening
1000語+

Listening
1000語+

Listening
1000語+

Listening
1000語+

Listening
1000語+



学習時間は、実時間ではなく単位時間で記入する。（４５分＝１、９０分＝２）

（各科目個別記述）
・　この科目の主たる関連科目はEnglish Comprehension I, English Communcation I, English Skills IIである。
（モデルコアカリキュラム）
・  対応するモデルコアカリキュラム(MCC)の学習到達目標、学習内容およびその到達目標を【】内の記号・番号で
示す。


